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新
本
庄
市
が
誕
生
し
て
初
め
て
迎
え
た
昨
年
度
。〝
行
き
た
く
な
る
、
働
き
た
く
な
る
、
住
み
た
く
な

る
ま
ち
〞 

を
め
ざ
し
て
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
と
な
る
「
本
庄
早
稲
田
駅
周
辺
土
地
区
画
整
理
事
業
」

が
認
可
さ
れ
、
ま
た
「
第
５
次
住
居
表
示
整
備
事
業
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
市
で
は
、
そ
の
ほ

か
に
も
「
こ
だ
ま
千
本
桜
ま
つ
り
」
の
開
催
、「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
、「
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
制
度
」
の
活
用
な
ど
多
く
の
事
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
主
な
平
成
18
年
度
事
業
を
紹

介
し
ま
す
。

　

10
月
22
日
、
市
民
文
化
会
館
で

「
本
庄
市
合
併
記
念
式
典
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
式
典
で
は
、
上
田

埼
玉
県
知
事
を
は
じ
め
、
招
待
者

４
０
０
人
が
出
席
し
、「
新
本
庄

市
」
の
発
足
を
祝
い
ま
し
た
。
式

典
で
は
、
合
併
功
労
者
表
彰
状
・

感
謝
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、「
名
誉
市
民
推
戴
式
・

市
政
功
労
者
表
彰
式
」
が
催
さ
れ
、

名
誉
市
民
に
元
本
庄
市
長
の
茂
木

稔
氏
が
推
戴
、
ま
た
市
政
発
展
の

た
め
に
尽
力
さ
れ
た
多
く
の
功
労

者
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
１
日
、
シ
ル
ク
ド
ー
ム
に

お
い
て
、「
合
併
記
念
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

市
内
各
地
区
か
ら
大
勢
の
選
手

の
み
な
さ
ん
が
参
加
し
、
楽
し
い

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
交

流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
市
発
足
後
、
初
め
て
の
大
き

な
市
民
行
事
と
な
り
、
新
市
と
し

て
の
一
体
感
や
各
地
域
の
連
帯
感

が
生
ま
れ
、
ま
た
、
ひ
と
つ
の
市

と
な
っ
た
お
互
い
の
地
域
の
こ
と

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
合
併
記
念
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
大
会
」
を
開
催

「
合
併
記
念
式
典
」
を
開
催

　

10
月
22
日
、
合
併
記
念
式
典
会

場
に
お
い
て
「
市
章
」
が
発
表
さ

れ
ま
し
た
。
全
国
か
ら
公
募
さ
れ

た
４
６
９
点
の
デ
ザ
イ
ン
か
ら
、

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
、
市
章
選
定
委

員
会
の
審
議
を
経
て
、
愛
知
県
在

住
の
田
中
博
士
さ
ん
の
デ
ザ
イ
ン

が
市
章
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
市
庁
舎
な
ど
の
市
の
施

設
に
市
旗
と
し
て
掲
揚
さ
れ
て
い

る
ほ
か
、
市
発
行
の
印
刷
物
な
ど

に
広
く
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

広
報
ほ
ん
じ
ょ
う
で
は
、
11
月

号
の
表
紙
写
真
で
紹
介
し
ま
し
た
。

「
市
章
」
決
定
！
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都
市
再
生
機
構
が
施
行
す
る
本

庄
都
市
計
画
事
業
本
庄
早
稲
田
駅

周
辺
土
地
区
画
整
理
事
業
の
施
行

規
程
お
よ
び
事
業
計
画
が
、
６
月

９
日
、
国
土
交
通
大
臣
か
ら
認
可

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
本
庄
新
都
心
地
区
は
、

地
域
の
経
済
を
け
ん
引
す
る
核
と

し
て
、
ま
た
、
北
関
東
全
体
を
視

野
に
入
れ
た
拠
点
と
し
て
、
だ
れ

も
が
長
く
住
み
続
け
た
い
と
思
う

よ
う
な
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

「
本
庄
早
稲
田
駅
周
辺
土
地
区

画
整
理
事
業
」
が
ス
タ
ー
ト

　
「
第
５
次
住
居
表
示
整
備
事
業
」

に
つ
い
て
、
住
居
表
示
整
備
審
議

会
か
ら
実
施
区
域
の
町
の
境
界
と

町
名
が
答
申
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
19
年
度
で
は
、
街
区
割
り
、

住
居
番
号
決
定
の
た
め
の
調
査
が

行
わ
れ
、
正
式
決
定
の
後
、
新
住

所
の
通
知
、
11
月
１
日
に
新
住
所

の
施
行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

新
し
い
町
名

○
朝
日
町
１
〜
３
丁
目

○
五
十
子
１
〜
３
丁
目

○
四
季
の
里
１
〜
３
丁
目

「
第
５
次
住
居
表
示
実
施
区
域
」

の
境
界
と
町
名
が
決
ま
る

　

介
護
保
険
法
の
改
正
に
よ
り
、

市
役
所
介
護
い
き
が
い
課
内
に
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

保
健
・
福
祉
・
介
護
の
専
門
職
が

連
携
し
て
、
地
域
の
医
療
機
関
、

介
護
（
介
護
予
防
）
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
と
協
力
し
て
高
齢
者
に
関
す

る
相
談
に
対
応
す
る
機
関
で
す
。

　

平
成
19
年
度
か
ら
は
、
児
玉
地

域
を
対
象
に
児
玉
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
ま
す
。

「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

が
設
置
さ
れ
ま
し
た

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
事
業
は
、
子
育
て
を
地
域

で
支
え
て
い
く
と
い
う
考
え
の
も

と
に
作
ら
れ
た
シ
ス
テ
ム
で
、「
子

育
て
の
手
助
け
が
必
要
な
人
」
と

「
子
育
て
に
協
力
で
き
る
人
」
が

会
員
登
録
し
、
必
要
な
時
に
子
育

て
の
援
助
活
動
を
有
償
で
行
い
ま

す
。

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
は
、
本
庄
市
社
会
福
祉
協

議
会
が
市
か
ら
の
委
託
を
受
け
、

運
営
し
て
い
ま
す
。

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
」
ス
タ
ー
ト

　

児
玉
地
域
の
小
山
川
河
畔
５
㎞

に
わ
た
る
約
１
、
１
０
０
本
の
桜
。

合
併
を
記
念
し
て
、「
こ
だ
ま
千

本
桜
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

４
月
２
日
の
祭
り
当
日
は
、
桜

の
花
は
ま
だ
咲
き
始
め
た
ば
か
り

で
し
た
が
、
八
木
節
の
演
技
や
模

擬
店
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど

に
大
勢
の
花
見
客
が
集
ま
り
ま
し

た
。
こ
だ
ま
千
本
桜
は
、「
さ
く
ら

紀
行
関
東
五
十
選
〔
埼
玉
編
〕」

と
い
う
桜
の
名
所
を
集
め
た
切
手

に
も
な
り
ま
し
た
。

「
こ
だ
ま
千
本
桜
ま
つ
り
」

を
開
催

　

農
業
委
員
会
で
は
、
高
齢
化
や

農
業
離
れ
な
ど
で
耕
作
さ
れ
て
い

な
い
農
地
が
増
加
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
こ
れ
ら
の
遊
休
農
地
を
解

消
す
る
た
め
の
モ
デ
ル
事
業
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
農
業
委
員
会
委

員
が
、
の
こ
ぎ
り
、
な
た
、
鎌
な

ど
を
持
ち
寄
り
、
荒
れ
て
し
ま
っ

た
仁
手
地
内
の
農
地
を
整
地
し
ま

し
た
。

　

平
成
19
年
度
も
、
農
業
委
員
会

で
は
こ
の
よ
う
に
荒
れ
て
し
ま
っ

た
農
地
を
整
地
し
、
遊
休
農
地
を

解
消
す
る
取
り
組
み
を
続
け
ま
す
。

遊
休
農
地
解
消
へ

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
と

は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
影
響
を

及
ぼ
す
重
要
な
政
策
を
市
が
作
る

際
、
事
前
に
案
を
公
表
し
、
意
見

を
求
め
る
と
と
も
に
、
寄
せ
ら
れ

た
意
見
を
生
か
せ
る
か
ど
う
か
検

討
し
、
決
定
を
行
う
制
度
で
す
。

　

平
成
18
年
度
は
、「
国
民
保
護
に

関
す
る
本
庄
市
計
画
」（
案
）な
ど

６
つ
の
計
画
な
ど
に
つ
い
て
意
見

を
募
集
し
ま
し
た
。
今
後
も
こ
の

制
度
を
活
用
し
、
市
政
に
み
な
さ

ん
の
意
見
を
反
映
し
て
い
き
ま
す
。

「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
」

で
み
な
さ
ん
の
意
見
を
募
集

　

平
成
18
年
度
は
、
児
玉
地
域
で
、

対
話
集
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

市
長
か
ら
、
市
政
の
取
り
組
み

状
況
な
ど
説
明
が
あ
っ
た
後
、
参

加
者
か
ら
多
く
の
意
見
が
市
長
に

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
地
域
の
身
近

な
問
題
か
ら
、
市
の
財
政
状
況
な

ど
、
寄
せ
ら
れ
た
意
見
に
、
市
長
が

一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
答
え
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
と

行
政
が
地
域
の
現
状
や
課
題
を
共

有
し
、
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
に
、
今
年
度
も

対
話
集
会
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

「
市
長
と
の
対
話
集
会
」を
実
施


